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政
府
も
よ
う
や
く
観
光
立
国
に
本
腰
を

入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
国
内
観
光
は

依
然
と
し
て
い
ま
ひ
と
つ
振
わ
な
い
。
そ

の
理
由
の
一
つ
に
、「
接
遇
の
冷
た
さ
」
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
お
も
て
な

し
」
こ
そ
日
本
の
取
り
柄
、
と
一
般
に
は

受
け
取
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
客
の

立
場
に
立
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
食
べ

物
や
飲
み
物
の
「
宿
屋
内
持
込

み
を
許
さ
な
い
」
な
ど
は
、
そ

の
最
た
る
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ホ
テ
ル
な
ら

大
ホ
テ
ル
は
も
ち
ろ
ん
小
ホ
テ

ル
で
も
、
館
内
持
込
み
は
自
由
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
に
着
い
て
荷
物
を
置
い
た
ら
早
速

町
に
飛
び
出
し
、
パ
ン
や
ら
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
そ
の
他
の
お
総
菜
、
デ
ザ
ー
ト
の

菓
子
か
ら
ワ
イ
ン
ま
で
、
安
く
て
お
い
し

そ
う
な
物
を
あ
れ
こ
れ
買
い
求
め
、
ホ
テ

ル
の
自
室
に
戻
っ
て
む
し
ゃ
む
し
ゃ
や

る
。
こ
と
に
一
人
旅
の
と
き
は
、
こ
れ
が

一
番
楽
し
い
。
町
中
の
様
子
や
土
地
の
食

文
化
も
身
を
も
っ
て
体
験
で
き
、
旅
の
醍

醐
味
を
全
身
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
の
宿
屋
で
は
こ
れ
が
出
来
な
い
。

折
角
お
い
し
そ
う
な
駅
弁
を
買
っ
て
き
て

い
て
も
、
宿
屋
内
で
は
こ
れ
を
食
べ
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
そ
し
て
宿
屋
が
出
す
、

ど
こ
で
も
似
た
り
よ
っ
た
り
の
、
さ
し
て

旨
く
も
な
い
コ
ー
ス
料
理
を
強
制
的
に
食

べ
さ
せ
ら
れ
る
。「
要
ら
な
い
」と
云
っ
て

も
、
料
金
は
取
ら
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り

は
客
に
冷
た
い
の
で
あ
り
、
ど
こ
が
「
お

も
て
な
し
」
か
と
心
底
思
っ
て
し
ま
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
な
ら
、
ど
ん
な
片
田
舎
の
カ

フ
ェ
で
も
客
が
そ
こ
で
食
事
す
る
と
な
れ

ば
、
大
き
な
紙
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
・
マ
ッ
ト

を
テ
ー
ブ
ル
に
敷
い
て
く
れ
る
。
客
が
変

れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
新
し
い
紙
マ
ッ
ト
に
敷

き
直
す
。
経
費
は
、
大
し
た
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
こ
で
は
客
を
い
か
に

大
切
に
し
て
い
る
か
、
食
事
を
い
か
に
大

事
に
し
て
い
る
か
が
、
じ
か
に
伝
わ
っ
て

き
て
、
う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
町
も
、
そ
の
村
も
、
そ

の
カ
フ
ェ
・
一
膳
飯
屋
も
、
サ
ー

ビ
ス
し
て
く
れ
る
人
も
、
み
ん
な

好
き
に
な
る
。
心
に
強
く
印
象
づ

け
ら
れ
、
ま
た
来
た
い
な
と
思

う
。

　

こ
れ
が
、
本
当
の
お
も
て
な
し
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
日
本
の
「
お
も
て

な
し
」
は
、
結
局
は
客
か
ら
カ
ネ
を
取
る

た
め
の
、
笑
顔
と
お
辞
儀
で
し
か
な
い
の

で
は
な
い
の
か
。
つ
く
づ
く
、
彼
我
の
差

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

閑話休題

●

客
に
冷
た
い
日
本

　

木
村　

尚
三
郎

静
岡
文
化
芸
術
大
学
学
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
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借
金
総
額
は
２
０
０
兆
円
の
大
台
に

　

白
書
は
平
成　

年
度
の
決
算
状
況
を

１６

分
析
し
た
も
の
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
決

算
規
模
は
歳
入
総
額
が　

兆
４
、
４
２

９３

２
億
円
、
歳
出
総
額
は　

兆
２
、
４
７

９１

９
億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
各
１
・
５

％
、
１
・
４
％
減
と
な
っ
た
。
歳
入
で

は
、
地
方
交
付
税
や
地
方
債
の
減
少
を

反
映
。
歳
出
で
は
、
児
童
手
当
の
制
度

改
正
や
災
害
多
発
な
ど
の
増
因
が
多
い

中
で
人
件
費
や
投
資
的
経
費
で
の
大
幅

な
歳
出
削
減
努
力
を
反
映
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
実
質
収
支
は
１
兆
２
、

２
０
８
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
赤
字

団
体
は
大
阪
府
と　

市
町
村
で
、
前
年

２５

度
よ
り
２
団
体
減
っ
た
。
し
か
し
、
実

質
単
年
度
収
支
は
財
政
調
整
基
金
の
取

崩
し
等
の
増
加
に
伴
い
１
１
７
億
円
の

赤
字
（
前
年
度
９
１
８
億
円
の
黒
字
）

に
転
じ
た
。

　

歳
入
の
内
訳
を
み
る
と
、
地
方
税
は

法
人
関
係
２
税
（
法
人
住
民
税
、
法
人

事
業
税
）
の
増
加
等
に
伴
い
、
前
年
度

比
２
・
７
％
増
の　

兆
５
、
３
３
８
億

３３

円
と
な
っ
た
。
歳
入
に
占
め
る
割
合
も

　

・
９
％
と
同
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。

３５地
方
譲
与
税
も
所
得
譲
与
税
の
純
増
に

伴
い
同　

・
７
％
増
の
１
兆
１
、
６
４

６７

１
億
円
に
、
地
方
特
例
交
付
金
も
税
源

移
譲
予
定
特
例
交
付
金
の
増
加
に
伴
い

同
９
・
８
％
増
の
１
兆
１
、
０
４
８
億

円
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
地
方
交

付
税
は
、
同
５
・
８
％
減
の　

兆
２
０

１７

１
億
円
と
４
年
連
続
で
前
年
度
決
算
額

を
下
回
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
般
財
源

は
地
方
税
と
地
方
譲
与
税
、
地
方
特
例

交
付
金
の
増
加
を
反
映
し
て
同
０
・
７

％
増
加
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
も

同
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の　

・
５
％

５６

と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
国
庫
支
出
金

は
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
金
（
前
年
度
比
７
・
０
％

減
）
や
児
童
保
護
費
負
担
金
（
同　

・
２１

７
％
減
）、
さ
ら
に
国
の
公
共
投
資
関

係
費
の
抑
制
に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費

支
出
金
（
同　

・
７
％
減
）
の
減
少
等

１４

に
伴
い
同
５
・
２
％
減
の　

兆
３
、
８

１２

０
９
億
円
と
な
っ
た
。
地
方
債
も
臨
時

財
政
対
策
債
の
減
少
等
に
よ
り
同　

・
１０

３
％
減
の　

兆
３
、
７
５
３
億
円
と

１２

な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
が　

兆
４６

１
、
７
１
４
億
円
、
前
年
度
比
０
・
１

％
増
と
な
っ
た
。
う
ち
、
人
件
費
が
各

自
治
体
の
行
革
と
職
員
給
与
の
減
少
等

に
よ
り　

兆
６
、
１
３
３
億
円
（
同
１
・

２５

２
％
減
）、
公
債
費
も　

兆
７
８
６
億

１３

円（
同
０
・
６
％
減
）と
そ
れ
ぞ
れ
減
少

す
る
中
、
扶
助
費
が
７
兆
４
、
７
９
５

億
円
、
同
６
・
３
％
と
大
き
く
増
加
し

た
た
め
。
扶
助
費
は
、
児
童
手
当
の
制

度
改
正
や
生
活
保
護
費
の
増
加
が
要

決
算
規
模
が
歳
出
削
減
の

決
算
規
模
が
歳
出
削
減
の

　
　
　

　
　
　

 

加
速
・
強
化
で
５
年
連
続
減
少

加
速
・
強
化
で
５
年
連
続
減
少

―
平
成
18
年
版
・
地
方
財
政
白
書
を
公
表
―

決
算
規
模
が
歳
出
削
減
の

　
　
　

 

加
速
・
強
化
で
５
年
連
続
減
少

総
務
省
は
３
月　

日
、
平
成　

年
版
「
地
方
財
政
の
状
況
」、
い
わ
ゆ
る
地
方
財
政
白
書
を
公
表
し
た
。
平

１０

１８

成　

年
度
の
歳
入
総
額
は　

・
４
兆
円
、
歳
出
総
額
は　

・
２
兆
円
で
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
５
年
連
続

１６

９３

９１

の
減
少
と
な
っ
た
。
一
段
と
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
各
地
方
自
治
体
が
歳
出
削
減
を
加
速
・
強
化
し
た

こ
と
を
反
映
し
た
。
こ
の
結
果
、
実
質
収
支
は
黒
字
を
確
保
し
た
も
の
の
、
経
常
収
支
比
率
は　

・
５
％

９１

に
、
起
債
制
限
比
率
も　

・
７
％
と
い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
上
昇
す
る
な
ど
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
ん

１１

だ
。
さ
ら
に
、
普
通
会
計
が
負
担
す
べ
き
借
入
金
残
高
は
２
０
１
兆
円
に
膨
ら
ん
だ
。
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因
。
一
方
、
投
資
的
経
費
は
新
潟
県
中

越
地
震
な
ど
災
害
の
多
発
で
災
害
復
旧

事
業
費
が
４
、
９
３
８
億
円
、
同　

・
６３

０
％
の
大
幅
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ

れ
を
含
め
た
普
通
建
設
事
業
費
は　

兆
１６

３
、
３
６
７
億
円
、
同　

・
５
％
減

１０

（
う
ち
補
助
事
業
費　

・
６
％
減
、
単
独

１５

事
業
費
７
・
５
％
減
）
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
み
る

と
、
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
比
２
・

５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の　

・
５
％
に
、
起

９１

債
制
限
比
率
も
同
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し　

・
７
％
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

１１

地
方
債
現
在
高
は
１
４
０
兆
５
、
３
８

０
億
円
、
同
１
・
８
％
増
加
し
た
。
積

立
金
現
在
高
が　

兆
３
５
１
億
円
、
同

１３

６
・
８
％
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
将
来

に
わ
た
る
実
質
的
な
財
政
負
担
は
、
前

年
度
比
２
・
０
％
増
の
１
３
９
兆
５
、

３
２
９
億
円
と
な
っ
た
。　

年
連
続
の

１４

増
加
と
な
る
。
こ
れ
に
、
交
付
税
特
別

会
計
借
入
金
残
高　

兆
８
、
１
７
７
億

３２

円
（
同
３
・
１
％
増
）、
企
業
債
現
在
高

　

兆
５
３
９
億
円
（
同
１
・
０
％
減
）

２８を
加
え
た
普
通
会
計
が
負
担
す
べ
き
借

入
金
残
高
は
前
年
度
比
３
兆
１
、
２
６

５
億
円
、
１
・
６
％
増
加
し
、
２
０
１

兆
４
、
０
９
６
億
円
と
２
０
０
兆
円
の

大
台
を
突
破
し
過
去
最
高
水
準
を
更
新

し
た
。

　

１
万
未
満
町
村
は
規
模
が
３
割
減

　

市
町
村
の
財
政
状
況
を
団
体
規
模
別

に
み
る
と
、
歳
入
総
額
は
大
都
市
９
兆

８
、
３
０
７
億
円
、
中
核
市
５
兆
４
、

８
８
１
億
円
、
特
例
市
３
兆
５
、
５
８

２
億
円
、
中
都
市
（　

万
人
以
上
）
８

１０

兆
２
、
０
０
８
億
円
、
小
都
市
（　

万
１０

人
未
満
）　

兆
１
、
４
１
６
億
円
、
１

１０

その他
投資的経費

人件費 扶助費 公債費 普通建設
事業費

補　助
事業費

単　独
事業費

物件費 貸付金 その他

（注）「市町村合計」とは、大都市、中核市、特例市、中都市、小都市及び町村の単純合計額である。

（45.8％） （37.7％）（16.5％）

義務的経費 投資的経費

12.912.9％12.9％ 13.113.1％ 15.915.9％
4.94.9％4.9％ 10.210.2％ 12.012.0％ 22.022.0％19.819.8％19.8％ 13.1％

0.5％ 3.7％

16.816.816.8 16.316.316.3 14.914.9 14.314.314.3
4.94.94.9 8.98.98.98.58.58.5 9.59.59.5 19.219.219.2

20.020.0 16.516.516.5 12.712.7 4.34.34.3 3.63.611.211.211.2 12.012.0 19.019.020.0

21.721.721.7

21.321.3

20.620.6

20.520.5

19.319.3

16.116.1 11.411.4 14.614.6
3.93.9 3.33.310.210.2 12.112.1 20.520.5

15.015.0 11.711.7 14.014.014.0
4.04.04.0 3.13.13.19.59.59.5 13.313.313.3 21.421.421.4

11.211.211.2 12.712.712.7 16.416.416.4
5.25.2 2.22.22.210.510.5 12.612.6 23.623.623.6

7.17.1 12.612.6 18.118.118.1
5.25.2 11.911.911.9 13.213.2 26.626.626.6

4.34.34.3 15.915.9 20.720.720.7
7.77.77.7 11.911.911.9 12.012.012.0 24.924.924.9

市町村合計
　〔388千円〕

大　都　市
　〔473千円〕

中　核　市
　〔334千円〕

特　例　市
　〔314千円〕

中　都　市
　〔323千円〕

7.1

小　都　市
　〔386千円〕

町　　　村
〔人口1万人以上〕
　〔380千円〕
町　　　村
〔人口1万人未満〕
　〔704千円〕

（48.1） （14.3） （37.6）0.0

（49.2） （16.2） （34.6）
12.7 16.116.116.1

0.1

（49.3） （14.8） （35.9）0.2
20.5

（47.9） （14.3） （37.8）0.2

（44.5） （17.1） （38.4）0.7

（40.3） （19.1） （40.6）1.0
13.2
0.8

（39.6） （22.9） （37.5）2.1 0.6

12.0％15.9％
10.2％

12.0

16.1 11.4 3.9 10.2
14.6 3.312.1

21.3 15.0 11.7

20.6 10.55.2 12.6

20.5 12.6 5.2

19.3 15.9

14.9

19.03.6

22.0％

地方債 その他

（注）1   「市町村合計」とは、大都市、中核市、特例市、中都市、小都市及び町村の単純合計額である。
      2   「国庫支出金」には、国有提供施設等所在市町村助成交付金を含み、交通安全対策特別交付金を除く。
      3   〔　〕内の数値は、人口１人当たりの歳入決算額である。

（57.8％） （42.2％）

一般財源 特定財源

16.316.3％ 17.217.2％34.834.8％

1.2％

38.838.8 6.86.8 20.720.7

42.942.9 10.510.5 9.89.8 14.814.8

44.344.344.3

42.042.0

30.230.2

27.327.3

13.3 13.3 

8.68.6 10.010.010.011.511.511.5 14.014.0

10.510.5 10.510.55.85.8 15.315.315.39.49.49.44.94.9

22.122.1 5.35.3 16.416.4

25.925.9 5.75.7 17.517.5

38.538.5 3.93.9 18.618.66.96.9

市町村合計
　〔398千円〕

大　都　市
　〔478千円〕

中　核　市
　〔343千円〕

特　例　市
　〔321千円〕

中　都　市
　〔332千円〕

小　都　市
　〔398千円〕

町　　　村
〔人口1万人以上〕
　〔394千円〕

町　　　村
〔人口1万人未満〕
　〔726千円〕

（52.5） （47.5）1.4 1.4

（60.5） （39.5）1.5 2.4

（60.4） （39.6）1.6

（59.8） （40.2）1.6

（58.6） （41.4）1.0

（59.7） （40.3）0.9

（56.1） （43.9）0.4

5.95.95.9 4.14.14.1

9.09.0 5.25.25.2

地方税 地方交付税 地方特例
交付金

地方譲与税等 国庫支出金 都道府県
支出金

34.8％ 16.3％ 17.2％10.810.8％10.8％10.210.2％10.2％ 4.14.1％4.1％5.45.4％5.4％

38.8 6.8 20.711.811.811.813.613.613.65.55.55.5

42.9 10.5 14.812.512.5 9.89.812.55.65.65.6

13.3 38.5 3.9 6.96.06.06.0 18.612.412.412.4

17.511.011.011.05.76.16.15.65.65.6 6.125.927.3

30.2 22.1 9.05.3 16.410.810.810.8

42.0 10.5 5.8 10.5 4.9

14.08.6

図－１　団体規模別歳出（性質別）決算の状況（人口１人当たり額の構成比）

図－２　団体規模別歳入決算の状況（人口１人当たり額及び構成比）
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政 策

万
人
以
上
町
村
６
兆
１
、４
９
１
億
円
、

１
万
人
未
満
町
村
３
兆
８
、
２
４
１
億

円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歳
出
総
額

は
大
都
市
９
兆
７
、
３
５
９
億
円
、
中

核
市
５
兆
３
、
４
５
５
億
円
、
特
例
市

３
兆
４
、
７
４
６
億
円
、
中
都
市
７
兆

９
、
８
４
４
億
円
、
小
都
市
９
兆
８
、

２
９
７
億
円
、
１
万
人
以
上
町
村
５
兆

９
、
２
１
１
億
円
、
１
万
人
未
満
町
村

３
兆
７
、０
６
３
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
歳
出
総
額
で

は
大
都
市
が
２
・
０
％
減
少
す
る
一
方
、

中
核
市
は
２
・
６
％
増
加
、
こ
の
ほ
か

特
例
市
５
・
１
％
、
中
都
市　

・
０
％
、

１４

小
都
市　

・
４
％
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し

１２

た
。
そ
の
中
で
１
万
人
以
上
町
村
は

　

・
５
％
減
少
、
１
万
人
未
満
町
村
は

１１
　

・
０
％
も
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、
市

３４町
村
合
併
に
よ
り
団
体
数
が
小
都
市
で

は
５
・
６
％
、
中
都
市
で
は　

・
５
％

１１

そ
れ
ぞ
れ
増
え
た
一
方
、
１
万
人
以
上

町
村
は　

・
８
％
、
１
万
人
未
満
町
村

１５

で
は　

・
８
％
も
減
っ
た
こ
と
な
ど
を

３３

反
映
し
た
も
の
。

　

ま
た
、
人
口
一
人
当
た
り
で
み
る

と
、
歳
入
決
算
額
は
、
大
都
市
が　

・
４７

８
万
円
、
中
核
市　

・
３
万
円
、
特
例

３４

市　

・
１
万
円
、
中
都
市　

・
２
万
円
、

３２

３３

小
都
市　

・
８
万
円
、
１
万
人
以
上
町

３９

村　

・
４
万
円
、
１
万
人
未
満
町
村　

・

３９

７２

６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歳
出

決
算
額
は
、
大
都
市　

・
３
万
円
、
中

４７

核
市　

・
４
万
円
、
特
例
市　

・
４
万

３３

３１

円
、
中
都
市　

・
３
万
円
、
小
都
市　

・

３２

３８

６
万
円
、
１
万
人
以
上
町
村　

・
０
万

３８

円
、
１
万
人
未
満
町
村　

・
４
万
円
と

７０

な
っ
て
い
る
。
行
政
権
能
が
異
な
る
大

都
市
と
特
例
市
、
中
核
市
で
は
人
口
一

人
当
り
決
算
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
他
の
市
町
村
で
は
規
模
が

小
さ
な
団
体
ほ
ど
一
人
当
た
り
決
算
額

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

う
ち
、
人
口
一
人
当
た
り
地
方
税
の

歳
入
に
占
め
る
割
合
は
、
特
例
市
が

　

・
３
％
で
最
も
高
く
、
次
い
で
中
核

４４市　

・
９
％
、
中
都
市　

・
０
％
、
大

４２

４２

都
市　

・
８
％
、
小
都
市　

・
２
％
と

３８

３０

続
き
、
１
万
人
以
上
町
村
は　

・
３
％
、

２７

１
万
人
未
満
町
村
は　

・
３
％
と
な
っ

１３

い
る
。
町
村
で
地
方
税
の
割
合
の
低
さ

が
目
立
つ
が
、
特
に
１
万
人
未
満
町
村

で
は　

・
５
％
が
地
方
税
の
割
合
が　

４６

１０

％
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
地
方
交
付
税
（
同
）
の
歳
入
に
占

め
る
割
合
は
１
万
人
未
満
町
村
が　

・
３８

５
％
と
最
も
高
く
、
以
下
、
１
万
人
以

上
町
村　

・
９
％
、
小
都
市　

・
１
％
、

２５

２２

中
核
市　

・
５
％
、
中
都
市　

・
５
％

１０

１０

と
続
き
、
特
例
市
８
・
６
％
と
大
都
市

６
・
８
％
は
１
割
を
下
回
っ
て
い
る
。

地
方
税
の
不
足
を
補
て
ん
す
る
地
方
交

付
税
の
機
能
が
改
め
て
浮
き
彫
り
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
国
庫
支
出
金
（
同
）
は
大
都

市　

・
６
％
を
ト
ッ
プ
に
、
中
核
市　

・

１３

１２

５
％
、
特
例
市　

・
５
％
、
中
都
市　

・

１１

１０

５
％
、
小
都
市
９
・
０
％
、
１
万
人
以

上
町
村
６
・
１
％
、
１
万
人
未
満
町
村

６
・
０
％
と
、
規
模
と
権
能
が
大
き
い

ほ
ど
構
成
比
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
都
道
府
県
支
出
金
（
同
）

は
１
万
人
未
満
町
村
の
６
・
９
％
を
筆

頭
に
、
１
万
人
以
上
町
村
５
・
７
％
、

小
都
市
５
・
２
％
、
中
都
市
４
・
９
％
、

特
例
市
４
・
１
％
、
中
核
市
２
・
４
％
、

大
都
市
１
・
４
％
と
、
規
模
・
権
能
が

小
さ
い
ほ
ど
都
道
府
県
支
出
金
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
地
方
債（
同
）は
１
万
人
未
満

町
村
の　

・
４
％
が
最
も
高
く
、
次
い

１２

で
大
都
市　

・
８
％
、
１
万
人
以
上
町

１１

村　

・
０
％
、
小
都
市　

・
８
％
、
特

１１

１０

例
市　

・
０
％
、中
核
市
９
・
８
％
、中

１０

都
市
９
・
４
％
と
、
大
都
市
と
町
村
で

地
方
債
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
口
一
人
当
た
り
義
務
的
経

費
の
歳
入
に
占
め
る
割
合
は
、
特
例
市

の　

・
３
％
を
ト
ッ
プ
に
、
中
核
市　

・

４９

４９

２
％
、
大
都
市　

・
１
％
、
中
都
市　

・

４８

４７

９
％
、
小
都
市　

・
５
％
、
１
万
人
以

４４

上
町
村　

・
３
％
、
１
万
人
未
満
町
村

４０

　

・
６
％
と
町
村
で
低
く
な
っ
て
い
る
。

３９う
ち
、
人
件
費
は
大
都
市
（　

・
８
％
）

１６

で
低
さ
が
目
立
つ
が
、
他
は　

〜　

％

１９

２１

と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
扶
助
費
は
市
で
は　

〜　

％

１５

１６

を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
１
万
人
以

上
町
村
７
・
１
％
、
１
万
人
未
満
町
村

４
・
３
％
と
町
村
で
低
さ
が
目
立
つ
。

こ
れ
は
町
村
の
生
活
保
護
費
等
を
都
道

府
県
が
負
担
し
て
い
る
た
め
。
な
お
、

公
債
費
は
市
と
１
万
人
以
上
町
村
で
は

　

〜　

％
と
な
っ
て
い
る
中
、
１
万
人

１１

１２

未
満
町
村　

・
９
％
、
大
都
市　

・
９

１５

１４

％
で
高
さ
が
目
立
つ
。
さ
ら
に
、
普
通

建
設
事
業
は
大
都
市
と
特
例
市
、
中
都

市
が　

％
台
と
低
く
な
っ
て
い
る
が
、

１４

中
核
市
と
小
都
市
は　

％
台
と
や
や
高

１６

く
、
１
万
人
以
上
町
村　

・
１
％
、
１

１８

万
人
未
満
町
村
は　

・
７
％
と
特
に
高

２０

く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
大
都
市
が

　

・
７
％
で
最
も
高
く
、
以
下
、
小
都

９４市　

・
０
％
、
１
万
人
未
満
町
村　

・

９１

９１

０
％
、
中
都
市　

・
０
％
、
特
例
市　

・

９０

８９

２
％
、
１
万
人
以
上
町
村　

・
３
％
、

８８

中
核
市　

・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。
起

８６

債
制
限
比
率
も
大
都
市
が　

・
４
％
で

１５

最
も
高
く
、
以
下
、
中
核
市　

・
１
％
、

１１

特
例
市　

・
８
％
、
小
都
市　

・
７
％
、

１０

１０

中
都
市　

・
５
％
、
１
万
人
未
満
町
村

１０

　

・
４
％
、
１
万
人
以
上
町
村
９
・
２

１０％
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
将
来
に

わ
た
る
実
質
的
な
財
政
負
担
（
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
）
は
、
大
都
市

が
３
６
０
％
と
最
も
高
く
、
以
下
、
中

核
市
２
０
３
％
、
特
例
市
１
９
９
％
、

小
都
市
１
９
８
％
、
１
万
人
未
満
町
村

１
９
７
％
、
中
都
市
１
８
８
％
と
続

き
、
１
万
人
以
上
町
村
が
１
６
７
％
と

最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
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フォーラム
　

は
じ
め
ま
し
て

　

誰
に
も
、
宴
席
や
雑
談
を
し
て
い
る

と
き
に
、
ふ
と
、「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
み
た
い
」「
こ
ん
な
夢
話
が
実
現
で
き

た
ら
い
い
の
に
・
・
・
」
と
思
っ
た
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
せ
っ
か
く
の

ユ
ニ
ー
ク
案
で
あ
っ
て
も
、
た
だ
言
い

流
し
て
終
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
ま

ち
づ
く
り
は
楽
し
く
や
る
も
の
で
あ

り
、
夢
や
希
望
が
膨
ら
む
と
す
ば
ら
し

い
波
及
効
果
も
様
々
な
形
で
得
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
衆
議
一
決
論
よ

り
一
案
（
少
数
意
見
）
の
生
か
し
方
を

論
ず
る
方
が
意
義
深
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
つ
の
「
夢
」
を
実
現
す

る
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
手
段
も
考
え

ら
れ
ま
す
。・
一
人
で
で
き
な
け
れ
ば
、

複
数
で
取
り
組
む
。・
今
日
出
来
な
け

れ
ば
、
明
日
努
力
す
る
。・
今
ま
で
と
や

り
方
を
変
え
て
み
る
。
但
し
、
こ
う
し

た
力
を
取
り
込
む
に
は
、
平
素
か
ら
人

に
尽
く
す
な
ど
信
頼
を
得
て
お
く
こ
と

が
条
件
と
な
り
う
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
・
・
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
事
業
は
、

そ
ん
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
夢
の
あ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
と
し
て
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　

町
・
地
区
の
概
要

　

吉
備
中
央
町
は
、
岡
山
県
の
中
心
に

位
置
し
、
吉
備
高
原
の
一
角
を
占
め
て

お
り
、
平
成　

年　

月
に
加
茂
川
町
と

１６

１０

賀
陽
町
が
合
併
し
た
町
で
す
。
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
は
、
自
然
環
境
や
文
化
遺

産
、
地
域
資
源
な
ど
先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
も
の
を
最
大
限
に
活
用
し
、
快
適

岡
山
県　

吉
備
中
央
町

現
地
レ
ポ
ー
ト

総
務
大
臣
表
彰 

地
域
振
興
部
門

総
務
大
臣
表
彰 

地
域
振
興
部
門

「

」

「「
感
動
を
生
む
日
本
一
の

感
動
を
生
む
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

2003年５月14日神戸市立雲雀丘中学校（１年生133名）
総合学習「バラの芽カギ」作業

・

Ｎ

吉備中央町

・
岡山市

もも大臣から桃の摘果作業を学ぶ中学生たち
2002年５月22～23日岐阜県上之郷中学校修学旅行団
生活体験受入れ式のようす
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で
安
全
な
住
み
や
す
さ
を
醸
成
す
る
た

め
に
、
町
民
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
と

も
に
挑
戦
、
と
も
に
感
動
、
と
も
に
笑

顔
に
努
め
な
が
ら「　

世
紀
の
理
想
郷
」

２２

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
上
田
西
地
区
（
百
姓
王
国
）

は
円
城
台
地
に
属
す
る
純
農
村
地
域

で
、
典
型
的
な
吉
備
高
原
台
地
の
地
形

を
も
つ
畑
作
地
帯
で
す
。
高
原
特
有
の

冷
涼
で
昼
夜
の
温
度
差
の
あ
る
気
候
と

土
質
が
相
ま
っ
て
、
昔
か
ら
そ
の
味
に

は
定
評
の
あ
る
農
産
物
の
生
産
地
域
で

あ
り
、
専
業
農
家
や
農
業
後
継
者
も
比

較
的
多
い
地
区
で
す
。
王
国
の
会
員
数

２
５
９
名
、
世
帯
数　

戸
で
構
成
。
標

７４

高
は
２
０
０
〜
４
０
０
ｍ
、
町
の
総
面

積
２
６
８
・　

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

７３

山
林
が
お
よ
そ
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
上
田
西
地
区
は
０
・

　

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
区
で
す
。

７４
　

建
国
の
背
景

　

平
成
２
年
、
当
時
の
加
茂
川
町
は
建

設
省
国
土
地
理
院
へ
検
出
依
頼
を
し
、

岡
山
県
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
位
置
す

る
こ
と
の
確
信
を
得
ま
し
た
。
し
か

し
、
単
に
中
心
と
い
う
だ
け
で
は
意
味

が
な
い
た
め
、「
い
い
人
・
い
い
夢
・
い

い
心
」
が
集
ま
り
、
岡
山
県
の
中
心
で

キ
ラ
リ
と
輝
く
、
日
本
一
の
格
調
高
い

田
舎
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
、「
ハ
ー

ト
オ
ブ
お
か
や
ま
（
岡
山
県
の
心
）」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
住
民
と
行

政
が
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
基
本
姿
勢
で
す
。
そ
こ
で
、
住

民
の
生
の
声
を
行
政
に
取
り
入
れ
る
べ

く
、
平
成
３
年
か
ら
町
長
と
担
当
職
員

が
地
元
へ
出
か
け
、「
談
義
」
と
称
す
る

会
合
を
各
地
で
開
き
ま
し
た
。
初
年
度

は
若
者
を
中
心
に
、
町
長
と
町
政
を
語

る
「
ス
ル
メ
談
義
」
を
開
催
。
こ
れ
は

そ
の
名
の
と
お
り
、
ス
ル
メ
を
か
じ
り

な
が
ら
町
政
に
前
向
き
な
意
見
や
提
言

を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
ス
ル
メ
は
か

め
ば
か
む
ほ
ど
味
が
出
る
が
、
話
も
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
中
身
の
濃
い
も
の
に
な

る
と
い
う
の
が
語
源
で
す
。
お
酒
の
力

で
普
段
意
見
を
口
に
し
な
い
住
民
の
声

を
聞
き
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
、　

会
３８

場
、
延
べ
５
０
０
人
を
超
え
る
青
年
た

ち
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の

多
く
を
早
期
に
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
全
て
の
意
見
を
冊
子
に
し
て
、

町
内
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
談
義
は
、
そ
の
後
女
性
の
意
見

を
聞
く
「（
町
長
と
町
政
を
語
る
）
花
談

義
」、
自
主
的
な
村
づ
く
り
活
動
団
体

を
対
象
と
し
た
「（
同
）
村
づ
く
り
談

義
」、
お
年
寄
り
と
は
「（
同
）
茶
の
み

談
義
」
へ
と
発
展
し
、
平
成
６
年
度
か

ら
は
農
業
の
未
来
を
語
る
「（
同
）
百
姓

談
義
」
も
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
百
姓

談
義
に
お
い
て
、
上
田
西
地
区
で
営
農

集
団
組
合
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。「
町
が
全
町
公
園
化

を
目
指
す
よ
う
に
、
上
田
西
地
区
で
は

伝
統
あ
る
多
様
な
作
目
と
そ
の
高
度
な

生
産
技
術
、
ま
た
美
し
い
生
産
環
境
と

地
域
の
連
帯
意
識
を
結
集
す
れ
ば
、
何

ら
手
を
加
え
な
く
て
も
自
然
の
ま
ま
の

一
大
農
業
公
園
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。」
と
提
案
さ
れ
た
の
が
、

大臣から体験指導を受ける中学生たち
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「
百
姓
王
国
」
の
建
国
で
す
。

　

王
国
の
活
動
状
況

　

こ
の
「
百
姓
王
国
」
は
建
国
と
同
時

に
、
各
作
目
の
中
心
的
生
産
者　

名
１３

を
、
そ
れ
ぞ
れ
基
幹
作
目
を
と
っ
て

「
白
菜
大
臣
」「
米
大
臣
」「
マ
ス
カ
ッ
ト

大
臣
」
な
ど
に
任
命
。
平
成
８
〜
９
年

度
国
・
県
補
助
事
業
に
よ
り
、
進
入
道

へ
の
ゲ
ー
ト
門
、
各
大
臣
の
似
顔
絵
付

き
の
看
板
を
地
区
内
に
立
て
、
町
内
外

へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
百
姓
王

国
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
図
と

看
板
を
頼
り
に
訪
ね
て
い
け
ば
、
農
業

生
産
の
話
や
庭
先
販
売
・
収
穫
体
験
な

ど
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
平
成　

〜　

年
度
に
国
庫
補

１１

１３

助
事
業
に
よ
り
木
工
体
験
施
設
・
ふ
る

さ
と
農
道
・
収
穫
体
験
型
い
ち
ご
ハ
ウ

ス
・
交
流
体
験
型
宿
泊
研
修
施
設
な
ど

も
整
備
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
地
域
の
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る

目
的
か
ら
農
業
体
験
学
習
の
場
と
し
て

機
能
し
始
め
、
随
時
の
各
種
団
体
の
体

験
受
け
入
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外
学

校
単
位
と
し
た
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
受
け
入
れ
や
千
葉
県
・
岐
阜
県
か
ら

の
中
・
高
校
生
に
よ
る
修
学
旅
行
（
提

案
型
農
業
体
験
コ
ー
ス
）
の
ニ
ー
ズ
も

受
け
入
れ
る
な
ど
、
全
国
各
地
の
生
徒

た
ち
が
百
姓
王
国
へ
足
を
運
び
、
異
世

代
間
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岡
山
県
に
研
修
や
友
好
交
流

を
目
的
に
来
日
し
た
様
々
な
外
国
青
年

や
国
賓
に
相
当
す
る
要
人
な
ど
も
含

め
、
体
験
交
流
を
図
る
こ
と
で
、
地
域

を
こ
え
た
心
の
農
業
交
流
が
、
手
紙
や

写
真
の
交
換
な
ど
か
ら
成
果
と
し
て
伺

わ
れ
ま
す
。

　
「
百
姓
王
国
」
建
国
か
ら　

年
と
い

１０

う
、
比
較
的
歴
史
は
浅
い
が
、
地
区
内

の
連
携
と
助
け
合
い
の
心
、
広
い
視
野

（
国
際
感
覚
）
で
、
誰
で
も
柔
軟
に
受
け

入
れ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
県
内
外

に
評
価
さ
れ
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
、
都
市
と
農
村
、
産
地
と
消
費

者
の
交
流
促
進
を
積
極
的
に
進
め
る
こ

と
（
グ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
）、
そ
し
て
、

生
産
か
ら
消
費
ま
で
責
任
と
自
信
を

も
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
農
業
の
第
６
次
産

業
化
（
第
１
次
産
業
×
第
２
次
産
業
×

第
３
次
産
業
）
の
実
現
、「
地
産
地
消
」

に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
一
歩
づ

つ
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

王
国
の
成
果
と
課
題

　

町
内
加
茂
川
エ
リ
ア
で
は
、
主
要
作

目
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
百
姓
王
国
で

生
産
さ
れ
て
お
り
、「
道
の
駅
」「
ふ
る

さ
と
交
流
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市
内
に
常

設
）」に
あ
る
販
売
品
目
の　

％
に
値
す

７０

る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
王
国
内
の
生
産

者
が
自
ら
の
産
物
に
付
加
価
値
を
添
え

て
評
価
〜
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
の
思
い
が
一

つ
に
な
り
、
上
田
西
地
区
全
体
を
「
農

業
公
園
」
に
し
た
い
と
い
う
夢
を
み
ご

と
実
現
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
町
内
外
の
子
ど
も
た
ち
に

も
学
習
の
場
や
都
市
民
と
の
交
流
の
場

と
し
て
提
供
で
き
る
機
能
を
充
実
さ
せ

よ
う
と
「
交
流
体
験
型
宿
泊
施
設
（
飛

躍
の
郷
ひ
だ
ま
り
）」を
整
備
し
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
単
に
生
産
農
家
で
あ
っ

た
大
臣
が
「
自
ら
の
畑
」
と
い
う
教
室

の
教
壇
に
立
ち
、
今
で
は
「
桃
の
先
生
」

「
マ
ス
カ
ッ
ト
の
先
生
」な
ど
と
呼
ば
れ

な
が
ら
、
全
国
の
子
ど
も
た
ち
に
親
し

ま
れ
、
テ
レ
ビ
番
組
の
全
国
放
送
な
ど

が
あ
れ
ば
、
放
映
後
電
話
や
手
紙
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

最
近
で
は
、
心
の
Ｕ
Ｄ
（
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
運
動
と
題
し
て
、「
笑

顔
で
ひ
と
声
運
動
」を
展
開
し
て
お
り
、

人
と
出
会
っ
て
も
、
何
も
し
ゃ
べ
ら
な

い
の
は
出
会
わ
な
い
の
と
同
じ
こ
と
。

そ
の
ひ
と
声
が
誰
に
も
響
く
温
か
い
こ

と
ば
な
ら
、
き
っ
と
幸
せ
な
気
分
に
し

て
く
れ
ま
す
。�
ひ
と
を
思
い
や
る
心

が
け�
へ
と
波
及
効
果
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
都
市
と
農

村
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
促
進
を

よ
り
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
、
そ
し

て
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
責
任
と
自
信

を
も
っ
た
農
業
の
第
６
次
産
業
化
の
早

期
実
現
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
に
わ
た
る
官
民
一
層

の
「
協
働
」
体
制
の
確
立
な
の
で
す
。

（
吉
備
中
央
町
長　

重
森
計
己
）

百姓王国大臣とゆかいな仲間たち

2002年10月26日ふるさと再発見バスツアーで訪れた
京阪神の親子ツアー客たち
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町
は
、
女
性
の
視
点
か
ら
身
近
な

問
題
を
討
論
し
、
今
後
の
町
政
の
推

進
に
反
映
さ
せ
る
「
女
性
の
目
か
ら

見
た
ま
ち
づ
く
り
討
論
会
」
を
開
催

し
た
。
討
論
会
に
は
町
内
の
女
性
団

体
や
幼
稚
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
ら
が
参
加

し
、「
こ
ど
も
を
犯
罪
者
か
ら
守
る

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し

た
。

　

町
は
、
旧
小
学
校
に
設
置
し
た
炭

窯
を
活
用
し
た
炭
焼
き
体
験
を
実
施

し
た
。
参
加
者
は
廃
校
と
な
っ
た
旧

小
学
校
に
宿
泊
。
地
元
の
炭
焼
き
達

人
か
ら
、
炭
が
で
き
る
原
理
や
地
元

で
行
な
わ
れ
て
き
た
炭
焼
き
の
技
と

知
恵
を
学
ぶ
「
炭
焼
き
講
座
」
な
ど

が
行
な
わ
れ
た
。

　

町
は
今
年
度
か
ら
保
育
料
や
給
食

費
な
ど
子
育
て
に
か
か
る
費
用
を
補

助
す
る
「
次
世
代
育
成
ク
ー
ポ
ン
」

の
交
付
を
始
め
る
。
子
育
て
支
援
と

地
域
経
済
の
活
性
化
が
狙
い
。
町
は

こ
ど
も
育
成
基
本
条
例
を
策
定
し
て

お
り
同
ク
ー
ポ
ン
は
そ
の
基
本
施
策

の
一
つ
。

　

町
を
含
む
「
全
国
梅
サ
ミ
ッ
ト
協

議
会
」
に
加
盟
し
て
い
る　

市
３
町

１０

は
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し

た
。
加
盟
市
町
は
、
災
害
時
に
①
食

糧
や
飲
料
水
②
被
災
者
の
救
助
、
医

療
救
護
③
救
援
・
救
助
に
必
要
な
車

両
等
の
提
供
④
応
急
対
策
等
に
必
要

な
職
員
の
派
遣
―
な
ど
で
相
互
に
協

力
す
る
。

　

町
は
今
年
度
、
町
民
税
の
１
％

（
約
４
０
０
万
円
）の
使
途
を
住
民
が

町
長
に
提
案
す
る
「
町
民
予
算
提
案

事
業
」
を
行
う
。
町
民
の
代
表
で
組

織
す
る
「
町
民
予
算
検
討
委
員
会
」

で
協
議
し
町
長
に
提
言
。
採
択
さ
れ

た
事
業
は
提
案
者
と
町
が
企
画
書
を

作
成
し
、
実
施
す
る
。

　

町
は
、
災
害
時
の
職
員
の
安
否
確

認
に
携
帯
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
い

る
。
職
員
の
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
、
災
害
時
に
は
担
当

者
が
登
録
先
に
メ
ー
ル
を
一
斉
送
信

す
る
。
職
員
は
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ

て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
、
安
否
、
出
勤
の
可
否
、
所
要
時

間
な
ど
の
情
報
を
返
信
す
る
。

　

町
は
、
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た

町
公
用
車
に
よ
る
小
中
学
校
区
の
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し
た
。
総
務

課
と
町
教
育
委
員
会
の
学
校
教
育

課
、
同
生
涯
学
習
課
の
職
員
を
中
心

と
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
３
隊
を
編
成

し
、
週
三
日
、
町
内
の
所
定
コ
ー
ス

を
児
童
の
下
校
時
間
に
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
。

　

町
は
、
騒
音
の
規
制
を
内
容
と
す

る
「
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
に
関

す
る
条
例
」
を
６
月
１
日
か
ら
施
行

す
る
。
同
町
に
住
む
女
の
迷
惑
行
為

事
件
を
受
け
た
も
の
で
、
基
準
を
超

え
る
騒
音
を
発
し
た
者
に
町
長
が
警

告
や
迷
惑
行
為
防
止
に
必
要
な
措
置

命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
併
せ

て
廃
棄
物
の
放
置
も
規
制
し
た
。

　

町
は
、
ク
ジ
ラ
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
構
想
を
策
定
し
た
。
構
想

は
町
全
体
を
博
物
館
に
見
立
て
、
地

域
の
自
然
、
文
化
、
生
活
を
「
展
示

物
」
と
し
て
保
存
・
育
成
し
、
来
訪

者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
く
じ
ら
と

海
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
提
案
し
た
。

　

町
は
、
市
町
村
と
し
て
初
め
て
国

民
保
護
計
画
を
作
成
し
た
。
消
防
団

の
組
織
率
が
高
い
た
め
、
消
防
団
を

中
心
に
し
た
避
難
誘
導
を
定
め
る
な

ど
町
の
特
性
を
生
か
す
内
容
と
な
っ

て
い
る
。こ
の
ほ
か
、西
日
本
有
数
の

温
泉
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
観
光
客
の

避
難
誘
導
な
ど
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

町
と
知
夫
村
は
、
漁
協
な
ど
と
協

力
し
て
、
活
き
た
ま
ま
の
新
鮮
な
イ

カ
を
パ
ッ
ク
詰
め
に
し
た
商
品
「
伝

説
の
イ
カ
」
の
販
売
を
６
月
か
ら
始

め
る
。
東
京
・
大
阪
圏
の
百
貨
店
や

料
理
店
の
ほ
か
、
宅
配
便
に
よ
る
消

費
者
へ
の
直
売
な
ど
を
目
指
す
。
今

後
、
取
扱
種
類
を
広
げ
出
荷
量
を
増

や
す
予
定
。

　

村
は
、「
起
業
家
支
援
資
金
貸
付

基
金
条
例
」を
施
行
す
る
。町
の
特
産

品
を
生
産
す
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人
に

運
営
資
金
を
無
料
で
貸
し
付
け
る
も

の
で
、
町
の
産
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
。
基
金
総
額
は
３
０
０
０
万
円

で
、企
業
は
５
０
０
万
円
以
内
、個
人

は
１
０
０
万
円
以
内
で
貸
し
付
け
る
。

　

町
は
、
西
海
有
料
道
路
無
料
化
を

期
に
、
西
海
を
再
発
見
し
、
宇
和
海

海
中
公
園
や
海
中
展
望
船
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、「
西

海
有
料
道
路
無
料
化
記
念
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
る
。
海
中

展
望
船
「
ユ
メ
カ
イ
ナ
」
の
乗
船
料

を　

％
割
引
く
。

３０

　

町
は
今
年
度
か
ら
、
町
内
５
つ
の

小
学
校
の
耐
震
診
断
を
行
う
。
昨
年

３
月
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
教
訓

か
ら
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
も
な

る
町
内
の
全
小
学
校
の
耐
震
性
を
把

握
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
修
す
る
こ

と
に
し
た
。
町
教
委
と
も
協
議
し
な

が
ら
対
象
と
な
る
校
舎
・
施
設
を
選

定
し
、
耐
震
診
断
を
進
め
て
い
く
。

起
業
家
支
援
で
基
金
条
例

制
定

岡
山
県

新
庄
村

女
性
の
目
か
ら
見
た
ま
ち

づ
く
り
討
論
会
を
開
催

北
海
道

蘭
越
町

廃
校
活
用
し
炭
焼
き

体
験

岩
手
県

住
田
町

次
世
代
育
成
ク
ー
ポ
ン

を
交
付

東
京
都

日
の
出
町

災
害
時
相
互
応
援
を

締
結

神
奈
川
県

湯
河
原
町
等

町
民
税
１
％
分
の
使
途
を

公
募

山
梨
県

身
延
町

携
帯
メ
ー
ル
で
職
員
安
否

確
認

長
野
県

松
川
町

子
ど
も
の
安
心
・
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始

京
都
府

加
茂
町

奈
良
県

平
群
町

騒
音
規
制
の
条
例
成
立

ク
ジ
ラ
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
へ

和
歌
山
県

太
地
町

鳥
取
県

三
朝
町

国
民
保
護
計
画
を
作
成

「
伝
説
の
イ
カ
」

販
売
へ

島
根
県
西
ノ
島

町
等
２
町
村

西
海
有
料
道
路
無
料
化
記
念

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
へ

愛
媛
県

愛
南
町

福
岡
県

水
巻
町

全
小
学
校
を
耐
震
診
断
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同
賞
は
個
性
豊
か
で
、
活
力
の
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）
づ
く
り
・

く
ら
し
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
、「
住
民
集
団
」、「
企

業
」
の
優
れ
た
活
動
を
全
国
か
ら
募
集

し
、
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く

り
活
動
等
の
普
及
、
促
進
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

〇
応
募
対
象
と
な
る
活
動
内
容

　

食
育
、
子
育
て
支
援
、
地
域
文
化
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
や
地
域
環
境
保
全
、
生
活
環

境
の
改
善
、
高
齢
化
問
題
・
福
祉
問
題
、

外
国
人
と
の
共
生
活
動
な
ど
、
住
み
良
い

地
域
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
。

〇
応
募
対
象
と
な
る
活
動
部
門

　

地
域
活
動
分
野
の
食
育
推
進
活
動
、
子

育
て
支
援
活
動
、
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り

活
動
の
三
部
門
と
企
業
の
地
域
社
会
貢
献

活
動
部
門
の
四
部
門
で
す
。

〇
応
募
方
法

　

活
動
記
録
を
四
千
字
程
度
に
ま
と
め
、

（
財
）あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
ま
た
は

都
道
府
県
新
生
活
運
動
等
協
議
会
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　

応
募
締
め
切
り
は
６
月
６
日（
火
）で
す
。

〇
賞

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
、内
閣
官
房
長
官
賞
等
。

〇
主　

催

　
（
財
）
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
、
都

道
府
県
新
生
活
運
動
協
議
会
等
、
読
売
新

聞
東
京
本
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
。

〇
後　

援
（
申
請
中
）

　

全
国
町
村
会
、
全
国
知
事
会
、
全
国
市

長
会
、
内
閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、

経
済
産
業
省
、
日
本
商
工
会
議
所
、
全
国

商
工
会
連
合
会
、（
社
）
日
本
青
年
会
議

所
、（
財
）
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
、

（
財
）
こ
ど
も
未
来
財
団
、（
財
）
日
本
宝

く
じ
協
会
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

〒
１
０
０－

０
０
１
２

千
代
田
区
日
比
谷
公
園
一
―
三市

政
会
館
内

（
財
）
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
「
あ

し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」

係
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３－

３
５
０
１－

８
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３－

３
５
０
１－

８
０
０
４

http://w
w
w
.ashita.or.jp/

Ｕ
Ｒ
Ｌ　
        
 
 
               

E-m
ail

ashita@
netjoy.ne.jp

   
   　
        
            

【
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て
】　
町
村

週
報
第
２
５
５
５
号
、
２
ペ
ー
ジ
の

記
事
中
の
「
出
納
帳
�

」
の
表
記
は
、

「
出
納
長
�

」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

あ
し
た
の
ま
ち

あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
募
集

く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
募
集

―
地
域
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　

住
民
集
団
の
多
数
応
募
を
―

あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
募
集

平　

成

18
年
度
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随 想
　
「
世
界
遺
産
」
と
い
う
言
葉
を
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

本
当
に
よ
く
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
多
く
の
人
々
の
関
心
事
と
い
う
点

で
、
こ
の
言
葉
は
す
で
に
市
民
権
を
得

て
い
る
し
、
言
葉
に
は
特
権
階
級
的
な

響
き
が
あ
り
、
そ
の
経
済
効
果
は
群
を

抜
い
て
い
る
。

　

白
川
郷
の
合
掌
造
り
集
落
は
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら　

年
が
た
っ

１０

た
。
国
内
の
文
化
遺
産
は
現
在　

箇
所

１０

登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
白
川
郷
は
４
番

目
と
比
較
的
早
い
。
推
薦
を
受
け
た
当

時
は
、
世
界
遺
産
と
い
う
言
葉
自
体
が

新
鮮
で
耳
慣
れ
ず
、
住
民
に
登
録
の
理

解
を
求
め
る
の
に
も
ず
い
ぶ
ん
苦
労
し

た
も
の
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
驚
い
た
の

が
、
法
隆
寺
や
姫
路
城
な
ど
日
本
の
名

だ
た
る
重
要
文
化
財
と
山
奥
の
民
家
群

が
肩
を
並
べ
た
こ
と
で
、
地
道
に
保
存

を
進
め
て
き
た
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
に
晴
天
の
霹
靂
と
い
う
べ
き

快
挙
で
あ
っ
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
町
並
み
保
存
」
を
進
め

る
地
区
は
全
国
に
あ
っ
て
、
白
川
郷
も

そ
の
歴
史
は
古
い
も
の
の
、
長
野
県
妻

籠
宿
の
よ
う
に
他
に
先
駆
け
る
草
分
的

存
在
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
登

録
に
よ
っ
て
、
い
き
な
り
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
さ
せ
ら
れ
た
。
以
降
、
世
界
遺

産
と
い
う
未
知
の
冠
が
、
確
か
に
白
川

郷
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
。

　

集
落
保
存
の
難
し
さ
は
「
そ
こ
に
人

が
住
む
か
ら
だ
」
と
い
う
の
は
言
わ
ず

も
が
な
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
約
１
５
０

世
帯
、
お
よ
そ
６
０
０
人
の
生
活
が
あ

る
。
全
戸
が
守
る
会
に
所
属
し
、
景
観

を
損
な
わ
な
い
た
め
の
外
観
規
制
を
受

け
て
い
る
。
保
存
の
基
本
は
「
住
民
の

合
意
形
成
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
な
か

な
か
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
時
代
に

即
し
た
数
々
の
問
題
を
、
常
に
抱
え
続

け
て
き
た
。

　

年
間
１
５
０
万
人
の
観
光
地
で
あ
る

白
川
郷
に
は
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
人
と
バ

ス
と
車
で
ご
っ
た
返
す
。
こ
う
い
う
状

況
は
当
然
の
ご
と
く
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

を
生
む
。
村
と
地
域
は
、
こ
れ
ら
の
弊

害
を
解
消
し
観
光
の
あ
り
方
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
集
落
内
の
観
光

車
輌
通
行
規
制
実
施
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
平
成　

年
か
ら
国

１３

土
交
通
省
の
助
成
を
得
る
な
ど
し
て
、

毎
年
交
通
社
会
実
験
を
試
行
し
て
き

た
。　

年
度
中
に
も
８
回
の
規
制
実
施

１８

を
計
画
し
て
い
る
。
し
か
し
、
集
落
は

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
は
な
い
の
で
、
容
易

に
こ
と
が
進
ま
な
い
。
規
制
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
道
路
線
上
に
個
人
営
業
の

駐
車
場
が
い
く
つ
も
あ
り
、
さ
ら
に
地

域
営
業
の
公
共
駐
車
場
が
あ
る
。
そ
れ

を
中
心
に
観
光
商
売
の
店
舗
が
軒
を
連

ね
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
導
線
の
改
変

は
利
害
関
係
と
密
接
に
関
わ
る
。

　

例
え
ば
、
文
化
先
進
圏
で
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
は
、
お
手
本
が
い
く
つ
も
あ

る
。
伝
統
様
式
の
建
築
物
を
残
す
都
市

で
は
、
郊
外
の
駐
車
場
に
車
を
止
め
て

か
ら
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
地
区

内
の
目
的
地
に
行
く
と
い
う
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
方
式
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
。
国
内
で
も
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
渋
滞
解
消
に

成
功
し
た
事
例
が
あ
る
し
、
前
出
の
妻

籠
で
は
始
め
か
ら
宿
場
町
の
表
通
り
に

車
を
入
れ
て
い
な
い
。

　

要
は
、
住
民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
る
か
ど
う
か
な
の
だ
。
町
並
み
保
存

は
、
住
民
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成

り
立
つ
。
こ
の
交
通
問
題
で
は
、
通
行

規
制
を
し
た
ほ
う
が
い
い
の
は
誰
の
目

に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
打
開
策
は
、
村

が
住
民
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
現
在
も

模
索
し
続
け
て
い
る
。

　

白
川
郷
は
人
々
の
暮
ら
し
と
共
に
生

き
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
景
観
が
変

化
し
て
い
く
の
は
必
然
な
の
だ
。
問
題

は「
ど
う
変
わ
る
か
」。
観
光
に
迎
合
せ

ず
、
受
け
継
い
だ
遺
産
を
誇
り
と
し

て
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
保
存
を
追
求

し
た
い
。
本
物
を
残
し
、
有
効
に
見
せ

る
。
そ
れ
こ
そ
が
最
も
望
ま
し
い
集
落

保
全
の
理
想
形
で
あ
る
。
冠
の
名
に
ふ

さ
わ
し
く
、
百
年
後
で
も
二
百
年
後
で

も
人
々
の
心
を
癒
す
桃
源
郷
で
あ
る
よ

う
に
、
今
後
も
目
標
と
す
る
美
し
い
村

づ
く
り
に
邁
進
し
た
い
。

随

想
世
界
遺
産
白
川
郷
近
況

岐
阜
県
町
村
会
長

岐
阜
県
白
川
村
長

谷　

口　
　

尚

△

合
掌
造
り
の
屋
根
葺
き
替
え

　
（
白
川
村
荻
町
）
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総
務
省
の
「
地
方
公
務
員
給
与
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究
会
」（
座
長：

塩
野
宏
東

京
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
地
域
民
間
給
与

が
よ
り
適
切
に
反
映
さ
れ
る
地
方
公
務
員

給
与
の
決
定
の
考
え
方
や
人
事
委
員
会
の

機
能
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
た
。　

　

報
告
書
で
は
、
①
年
功
的
な
給
与
上
昇

の
抑
制
と
職
務
・
職
責
に
応
じ
た
給
料
表

構
造
へ
の
転
換
、
勤
務
実
績
の
給
与
へ
の

反
映
、
地
域
民
間
給
与
水
準
の
よ
り
的
確

な
反
映
等
に
向
け
、
抜
本
的
な
給
与
構
造

改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
②
給
与
の
決

定
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
職
務
給
の
原

則
の
徹
底
を
は
か
る
と
と
も
に
、
国
家
公

務
員
の
給
与
に
準
じ
る
こ
と
で
、
あ
る
べ

き
地
方
公
務
員
の
給
与
が
実
現
さ
れ
る
と

い
う
従
来
の
「
国
公
準
拠
」
の
考
え
方
を

刷
新
し
、
そ
の
た
め
の
均
衡
の
原
則
の
適

切
な
解
釈
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
な
法
整
備

等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
③
人
事
委

員
会
に
対
し
て
は
、
住
民
に
対
す
る
説
明

責
任
の
徹
底
や
中
立
的
・
専
門
的
な
第
三

者
機
関
と
し
て
地
域
民
間
給
与
を
的
確
に

反
映
さ
せ
た
勧
告
を
行
う
な
ど
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
も
専
門
知
識
の
向
上
と
体
制
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
人
事
委
員
会
相
互
の
連

携
を
強
化
し
、
共
同
研
修
の
実
施
等
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
人
事
委
員
会
を
設
置
し
て
い

な
い
市
町
村
は
、
都
道
府
県
を
参
考
に
す

る－

な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。

「
地
方
公
務
員
の
給
与
の
あ
り
方
に
関
す
る

研
究
会
」報
告
書
ま
と
ま
る 

―
総
務
省
―

企
業
等
の
農
業
へ
の
参
入
状
況

ま
と
ま
る 

―
農
林
水
産
省
―

　

来
る
４
月　

日
〜　

日
「
旅
フ
ェ
ア
２

２１

２３

０
０
６
」
が
旅
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の
主

催
及
び
国
土
交
通
省
・
総
務
省
の
後
援
に

よ
り
、
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
。

　

小
泉
内
閣
総
理
大
臣
が
観
光
立
国
へ
向

け
て
の
提
言
を
し
て
か
ら
、
国
は
現
在
、

そ
の
実
現
に
向
け
、
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
日
本
の

魅
力
や
地
域
の
魅
力
の
確
立
を
目
指
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
観
光
に
対
す
る
注
目
が
社
会
的

に
も
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
日
本
の
旅
の
楽
し
さ
や
新
し
い
旅
の

魅
力
を
広
く
内
外
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
開
催
さ
れ
る
。

　
「
旅
フ
ェ
ア
」
は
、
１
９
９
５
年
に
ス

タ
ー
ト
し
、　

回
目
を
迎
え
る
が
、
今
回

１２

は
産
業
観
光
、
フ
ラ
ワ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
テ
ー
マ
性
を
重

視
し
た
展
開
で
、
よ
り
進
化
し
た
「
旅
の

総
合
見
本
市
」
の
創
造
を
目
指
す
。

　

ま
た
会
場
で
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
、

南
は
沖
縄
ま
で
、
全
国
の
自
治
体
や
観
光

関
連
企
業
・
団
体
が
一
同
に
会
し
、
日
本

各
地
の
祭
り
・
地
域
芸
能
の
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
最
新
旅
行
情
報
の
紹
介

な
ど
、
様
々
な
企
画
を
投
じ
、
旅
の
魅
力

を
よ
り
多
く
の
方
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
「
旅
フ
ェ
ア
」は
例
年　

万
人
規
模
の
消

２０

費
者
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
３
日

間
と
い
う
短
期
間
に
国
内
観
光
に
関
心
の

深
い
、
目
的
意
識
を
持
っ
た
幅
広
い
層
の

来
場
者
が
集
ま
る
日
本
で
唯
一
の
旅
の
総

合
見
本
市
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

「
旅
フ
ェ
ア
２
０
０
６
」開
催
さ
れ
る

　

農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
、
農
業
生
産
法
人

以
外
の
一
般
企
業
等
の
農
業
へ
の
参
入
状

況
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

一
般
企
業
等
の
農
地
を
利
用
す
る
農
業

へ
の
参
入
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
４
月

１５

か
ら
の
構
造
改
革
特
区
制
度
に
よ
り
農
地

の
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
参
入
が
認
め
ら
れ

た
が
、
遊
休
農
地
の
解
消
な
ど
に
成
果
を

上
げ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
９
月
の
改
正
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
施
行
に
よ

り
、
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
参
入
が
全
国
レ

ベ
ル
で
可
能
と
な
っ
た
。

　

本
年
３
月
１
日
現
在
の
参
入
数
は
、
１

５
６
法
人
に
達
し
、
ま
た
、
約　

の
法
人

５０

が
市
町
村
に
対
し
て
参
入
希
望
を
表
明
し

て
い
る
。
参
入
企
業
等
の
内
訳
は
、
株
式

会
社　

、
有
限
会
社　

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

８０

４１

が　

で
、
業
種
別
で
は
、
建
設
業　

、
食

３５

５７

品
会
社　

、
そ
の
他
が　

、
ま
た
、
参
入

４１

５８

し
た
農
業
の
営
農
類
型
は
、
野
菜
が　

と
６５

最
も
多
く
、
米
麦
等
が　

、
果
樹
が　

、

３０

２４

畜
産
が
６
等
と
な
っ
て
い
る
。
野
菜
へ
の

参
入
は
、
食
品
加
工
会
社
が
自
社
の
加
工

原
料
と
し
て
生
産
す
る
も
の
や
地
元
の
建

設
会
社
が
産
地
の
維
持
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
る
地
域
特
産
物
を
生
産
す
る
も
の
な

ど
、
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
に
寄
与
す

る
例
も
あ
る
。

  
参
入
企
業
等
へ
の
貸
付
農
地
は
、
４
７

２ 

で
、
過
半
が
遊
休
農
地
や
遊
休
化
の

お
そ
れ
の
あ
る
農
地
で
あ
っ
た
が
、
企
業

等
の
農
業
参
入
の
た
め
に
は
、
市
町
村
が

参
入
区
域
の
設
定
や
参
入
の
実
施
に
関
し

規
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
農
水
省
は
参
入

が
進
む
よ
う
市
町
村
に
働
き
か
け
た
い
と

し
て
い
る
。

ha
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